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1.調査に至る経過

学校法人村」．．．学園では、校舎増築の計圃があり、その

予定地が周知の西提追跡に1祉接する土地であるところか

ら、昭和51年5月17日付をもって、校舎姻築に伴う発掘

屈の提出があった。東大阪市教育委員会では、ただちに

大阪府教育委凪会及び文化庁に屈出てその指示を待っと

ともに、追跡の取り扱いについて協議に入った。

この結呆、工事予定地が追跡に隣接する土地にあたる

ため遺構・遺物の有無を確認する必要から試掘謁査を実

施することになり、同年7月23日に実施した。

試掘調査は、機械（ユンボシャベル）により地表下約

3mまで掘り下げ、その状態を観察したが、地表下約

2.5 mのところで古瑣時代の迎物包合肪を確認し、中よ

り土師悩、須應堺などの土恭類や木悩類が出」．．した。そ

の粘呆、工事予定地内についてはさらに仝而謁森を実施

する必要があるとの結論を得：た。そこで再びTli教育委且

会と村」．．学園の間で話しあいがもたれたが、工事「1程な

どの伐l係から澗在期間を十分にとることが出来ないこと

など、困難な問題も生じたが、一部工事を実施しながら

発掘調査を進めることで合意1こ逹した。

発掘調在は、昭和51年8月20日より、同年8)」28日ま

で東大阪市教育委員会の担当て実施した。謁在の実施1こ

あたっては、学校法人村」：学園、村上平一郎理事長及び

株式会社大林糾のI対係者の方々には大変おl仕話になっ

た。記してお礼申しあげます。

2.位置と環境

西堤遺跡は、東大阪市西提学園町2丁目から 3丁目に

かけて所在する古泊時代の集落跡である。

視在の西災辿跡の周辺は、すぐ東に第 2設屋川 (I日楠

根川）が流れ、北には国道 308号線、阪神高速道路が大

阪市内まで続き、人阪のベッドクウンとして宅地化が迎

み、その最観を変えつつある。

しかしながら、古代においては絶えず流路を変えて、

／且濫をくり返すIll大和川の分流の楠根川、長瀬川との間

にはさまれた地域であり、これらの河川によって形成さ
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れた微商地」―:1こ迎跡は位四していたと、思われる。楠根川

によって形成される微高地形は、八尾市久宝寺附近から

東大阪市内の若江、瓜生堂をへて西堤の周辺まで続いて

いたと考えられ、この微高地上に追跡が密鉗して認めら

れる。今回の謁査例でも辿物包合屈は視在の地表下約 3

mの深さであり、現在の地形からでは古代の11=1地形を復

元することは困難であるが、絶えず川の氾ii監の竹威1こさ

らされていた地域であり、少し雨が降れば現在でもすぐ

に没水が繰りかえされるところから、水との戦いは視在

もなお続いていると言えよう。

西堤遺跡の周辺で発見されている辿跡はあまり多くな

い。西堤追跡の東 1.5 Kmlこ弥生時代前期の集落跡である

高井田遺跡があり、西約2Kmに古瑣時代の集落跡である

新家追跡が存在するのみである。現地形では低地にある

ということでは同条件の瓜生堂追跡周辺には、弥生時代

から古坑時代に至る辿跡が密集することから考えるなら

ば両地域には大きな相迩がある。大規校な工事が府追中

央環状線付近に集中しており、追跡が発見される可能性

も裔いことから、一概に論じるわけにはいかないが、瓜

生堂辿跡周辺と比較して、西提追跡の位位している徽利

地は、それほど辿跡の立地に適したところではなかった

ようである。

四提迎跡の発見は、昭和43年下水道工事l|＂1こ馬骨、須
恵堺（左ベージの写真）が出土し、辿跡の存在が知られ

るようになった。下の写真は、馬の左下顎（写真の右

上）、右下顎（右下）、I側1部（左）とコップ形の須恵沿、ロ

径10cm、沿高16cm、把手をつける。年代は、須應堺より

6批紀代のものと考えられる。その後、楠根川の改修工

事中に弥生時代後期に属する土沿が採染されており、こ

れ以後弥生II,『代後期から古瑣時代に至る集落追跡である

と周知されるようになった。

しかしながら、追跡が視地表下約 3mと深い位趾にあ

ることなどから、その後詳細な晶在は実施されておらず

性格、規校など不明な点が多く、河内平野の形成を考え

るうえでも謁査が望まれていた辿跡である。

1.莉Jl0111追跡 6. JJ¥lt幽jIll:

2.西堤jl'J跡 じ．mr.11．迅叶

3.新家il'l跡 1. I：小fiij印S

4.西．i'.；-Ill逍跡 8.,1ゞl'i汀」11昨
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3.調査の概要

発掘調査は、当初工事予定地内に巾約2mのトレンチ

を南北に一本設定し、遺構が確認された地点について、

遺構の性格を明確にするために全而に調査範囲を広げる

という計画で実施する予定であった。しかしながら、闘

査開始とともに測水が激しく、 トレンチの墜而がくずれ

落ちるなどしたために、急拠トレンチ発掘に切りかえて

蘭査を実施した。設定したトレンチは計7カ所になっ

た。

層序

基本的な廣序は、第1層（盛土）、第2岡（淡青灰色

土）、第3層（黄灰色粘土）、第4屈（青灰色砂質土）第5

岡（青灰色粘質土）、第6雇（淡茶灰色粘土）、第7屈（淡

灰色粘土）、第8層（灰色粘土）、第9岡（淡茶褐色粘土）、

第10屈（灰色砂質土）、第11図（淡茶褐色粘砂土）、第12脳

（灰色砂雇）である。各陪は、全体としてほぼ平坦な堆

積状態を呈しており、粘土屈と砂厖の互囮状態を観察す

ることができた。

第4屈が1日表土と考えられ、第1、2、3陪は学校建

設の際の盛土などである。また潤査予定地内には以前木

造校舎が建っていたこともあり、校舎の辿礎等が残存し

ているため、機械掘削により屈ごとに掘り下げをおこな

った。

遺物は、第9図と第11屈において検出した。第 9屈で

は自然木が多く出土しており、試掘涸査においては用途 第 5トレンチ南壁断面図

I I 
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不明の木製品が検出されている。第11屈では土師器、須

恵器などの土器類とともに馬・牛の付が発見された。

各トレンチの状態

工事予定地の西端に南北 3m、東西 5mで設定したが

断面は傾斜をつけるために実際の調査面は狭くなる。他

のトレンチも同様である。第1トレンチは、地表下約

2. 5 mまで掘り下げ、状態を確認したが、遺構、遺物と

も確認できなかった。断而実測は、 トレンチ壁が崩壊し

たために実施できなかった。このため、涸査は、 トレン

チ掘りで一日で終了し、写真、図而を作成する必要がで

てきて、他のトレンチについても同様の方法で実施し

た。

第2トレンチにおいても図序は砧本的に同様であり、

粘土屈、砂園の互屈状態が確認され、遺構・遺物とも認

められなかった。ただ、第10陪で木片を若干検出してい

るが、すぺて自然木であった。

第4トレンチ

北壁断面

第4トレンチ

馬骨・牛骨出土状況

第2トレンチの東側で、南北 3rn、東西 5rnの規模で

第3トレンチを設定した。 トレンチの東側で遺物包含層

（第9園）を確認したが、包含層の堆粧は薄く第12層淡

灰色砂層上にわずかにかぶるという程度であり、遺構は

検出できなかった。出土遺物もあまり多くなかったが、

ただトレン・チ東南角で牛骨（脚部分）が1点出土してい

る。

第4卜凶ンチは、第 3トレンチのすぐ東側に南北3rn 

東西 5rnの規模で設定し、包含層の状態を確認した。第

4トレンチでは、包含層は東に傾斜をもちつつ徐々に深

くなり、第3トレンチとの比較では、約30cm深くなって

おり、これは第5トレンチにおいても同様で約80cm深く

なっている。

包含層は、第9層、第11岡の 2層において厚さ約20~

30cmで認められ、第9層では遺物は若干の土師器片が出

土したが、大部分は自然木などの混入である。 9層と11
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屈との間に砂屈が認められたが、］i'.!iとしてとらえられる

のは部分(lりであり、 9]団と ll)i~i を平I(iiで 1リ］確にすること

は今回の，J，'l在ではできなかった。 11)性は、 ：Iiに1流りに砂）晋

が混入している状況がうかがわれ、 --1:.r:ili沿、須恵附とと

もに牛•四、馬間が ,'1\J-. した。骨•は、第12)凶直」ー：から一括

,，Ii土しており、古」l'｛||、li代に属するものかもしれない。

第4 トレンチの東に南北 3m、東匝 5mの規校て第 5

トレンチを設定した。第 5トレンチの）位ii]・；は、第 4トレ

ンチのJ翡合とほほ同様の状態を昂するが、第 9]［乱、第11

脳の区別がさらに明確でなく平j(1iで区別することはでき

なかった。包合屈は］？さ約50cm認められ、第4I、レンチ

と比較して東へいくにしたがって）限くなる傾向がうかが

われた。第5 トレンチても包合屈瞑下において、第12]肛i

の（沙屈が混入しており平Ihiでの粘在は1且難であり、何ら

の辿構も認められなかった。

さらに包合）団の南への広がりを確，ぶするために、第 5

トレンチの南へ南北 5m、東西 2mの規校で第 6トレン

チを設定した。第 6トレンチにおいては、第 4I、レン

チ、第5トレンチの包合屈ほどは顧著には認められなか

った。またi|'1土追物もほとんど，認められなかったところ

から、第 4、第 5トレンチで検出した包合］団が、今回の

闘査範囲においてはごく限られた祁分にのみ認められる

こと!i'(i五，忍した。さらに確認の意味で第 1トレンチの西に

第7トレンチを設定したが、辿物己合］日は認められなか

った。このことからも、己合］i乱の範囲はごく限られた部

分のみであったことがうかがわれる。

この粘呆から、今回の出土辿物ば流れ込みによる堆依

であると息われるが、土堺の表而にはそれほどの閲滅似

も認められないことから、ごく近くには追h',}の存在が予

想されるものであり、屈位の堆枯から考えるなら、今同

の濶直地より東側から第2以）塁川まての地域であると考

えておきたい。
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第 5トレンチ西壁断面

第 3トレンチ

牛骨出土状況

4．出土遺物

須恵器

杯身、杯益、贔杯のMl祁な

どが出」；しているが足はあま

り多くない、沿（上段左）は、

口径11.5cmて天JI詞と口紋1，'1|i

とをわける稜は鋭さに欠け

る。i}（l1二l段左）は、口径12,9

cmてたちあがりの内伯'i度がや

ベ))<きくなり、端部は丸くお

さめている。受部は水平にの

ひ、端部の稜はあまいn

土師器

翡杯(|段・右、下段1:J:1• 

右）は111)1部のみ 3点認めら

れ、91i:’臥裾：911iの形態は不明て

ある。 11)l1部は細く、柱状部内

「何1こ・ンボ` リ底が忍められたも

のや杯部と1lli1部との接合前に

刷毛目を施している。甕 (1••

段・左、下段・左）は口緑部

のみの大形のもので口径21cm

を記）、大きく外反する口緑

部に端部は角張っておわり、

体部外而は刷毛目て仕上げて

おり、イ吋（I［に煤の付店が認め

られる。

（． 1:段• I | l) は）ゞ llllと呼ぶ

べきものであり、口径16.8cm 

を肝り、 1付外1/iiともにテイネ

イなヘラl料きが施こされ朱の

般跡が認められる。
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上段左の土堺は、薄く緑釉のかかった椀形

土盛である。下段左は、須恵恭の大甕の類部

破片であり、内面に同心円の叩き目が認めら

れる。

瓦

外而1こ糾目の叩き、内而1こ細かな布目が認

められる平瓦である。

貨幣

「承和昌密」平安時代（仁明天皇）承和二

"J'. (836年）に幼られたもので、皇朝十二銭

の一つである。

木製品

長さ15cmで丸木の内部を判り且いている。

両端には巾約 1.5cmほどを丸く削りのこして

おり、用途不明である。

r
 

骨類

上段中央の 2点は馬の脚部、他は牛骨。

＿1：段左端及び、中央は牛の布椎

• ( 
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5.まとめ あとがき

今回の発掘調査は、校舎増築工事に伴うものであり、

澗査対称面梢、 J月日も限られているため詳細な繭査はお

こない得なかったことは、まことに残念なことであっ

た。しかしながら、現在まで調査例のなかった西堤追跡

において、ごくわずかながらも発掘調査を実施できたこ

とは大きな成果であり、今後の調査例の埴加が望まれる

ところである。

さて、今回の調森では確実な遺構を検出することがで

きなかった。もちろん、湧水が激しく、 トレンチ監が肌

壊するなどの悪条件はあったが、追構而と考えられる陪

もなく、砂屈上に包合屈が流れ込みによる堆杭をしてい

る状況であった。

包合屈は、調韮地の西側で顕著に認められ部分的なも

のであった。つまり、第 3、第 4、第 5トレンチにおい

て認められ、厄さは第 3トレンチでは約10cmしか認めら

れなかったものが、第 4トレンチでは30cmさらに第 5ト

レンチでは50cmと徐々に傾斜をもちながら厚くなる傾向

が明らかになった。

しかしながら、第6 トレンチでは同質の屈は確陀でき

たが、追物は包含されてはいなかった。また、第 3トレ

ンチより西は、第2、第 1、第7トレンチとともに包含

屈は見い出せなかった。このことは、今回の細査地点が

梨落追跡の西端と考えることができ、遺跡の中心は村上

学園の敷地の西南を塩にして東南方向に広がると考えら

れる。

出土追物は、須恵料、土師器、骨、貨11各、木器など多

稲多様のものがある。今回は、即位的に明確に区別する

ことはできなかったが、大きく 61且紀代に屈するものと

奈良時代以降のものに分けることができる。

6批紀代のものは、須恵恭の杯・盗などが出土してお

り、屈的にはあまり多くないが集落遺跡になる可能性が

ある。奈良時代以降の追物には墨書土器・土師界の朱塗

の皿「承和昌密」銭などがある。これらの追物は、通常

の集落での出土は珍らしく、特殊な用途が考えられる。

また、これらとともにこの時代においては貨軍な動物と

思われる馬・牛の骨•が非常に多< i」'，土している。このこ

とは、佃梱根川の自然提防を利用して‘牧場”的なとこ

ろであったかとも息われる。

現在の西堤村は、約 400年前の天正年間に北の方から

移ってきたという記録があり、新しく開らかれた土地で

あり、それ以前の記録はまったくない。

今回の調森範囲は、 ごく限られた部分的な発掘であ

り、この事実からでは辿断はできないが、これだけの限

られた澗森で、多くの特沢な追物が出土していることな

どから、古瑣時代以［斧、奈良時代にかけてこの地方おニ

大中心地として栄えた地城であったかもしれない。今後

の計圃的な，謁査が切望される。

r
 

今回の，謁究は、学校il.；人村」：学園の校舎増築＿1．．事に伴

う緊急；凋症として、東大阪市教肖委員会文化財課が実施

したものである。凋征1こ係る経費、硲財等は、学校怯人

村」．．．学園及び株式会社大林糾の負担．によるものであっ

た。

漏査の実施にあたっては、学校法人村上学園村」．平一

郎理事長及び株式会社大林組の1剥係者の方々には大変お

|lt話になった。記してお礼1,1,1しあげます。

なお、，闘森は東大阪市教育委員会文化財諜下村II翡文が

担当し、飯ml|I正、辻徹、畑木政美、青野正彦がこれ

を補助した。本忠の作成にあたって、現場の写真、図面

などは仝且がこれにあたり、追物の写真については、東

大阪市辿跡保巡凋査会職且上野利明氏にお顧いした。

調査風景
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